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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
Ａ．　両端部(5a)(5b)の下面(6a)(6a)に夫々キャスターを取り付けた第一キャスター取付
枠(5)、両端部(7a)(7b)の下面(8a)(8a)に夫々キャスターを取り付けた第二キャスター取
付枠(7)を夫々形成し、前記第二キャスター取付枠(7)の上面に、横に固定した支持筒(33)
(33)を有する側面パネル(19)を取付ける。
Ｂ．　所定長さのベース材(1)の下面(2a)の両端部(3) (3a)に、前記第一キャスター取付
枠(5)の上面(6)、第二キャスター取付枠(7)の上面(8)を夫々固定して、平面「Ｈ」字状の
床フレーム(16)を構成する。
Ｃ．　前記床フレーム(16)に、両キャスター取付枠(5)(7)の上方に位置するように、側面
パネル(17)(19)を夫々取り付ける。
Ｄ．　前記床フレーム(16)のベース材(1)の両側に、夫々第一パレット(55)、第二パレッ
ト(55)を起伏自在で、かつ床フレーム(16)上での移動を規制して載置した。
Ｅ．　前記キャスター取付枠(5)(7)で、前記ベース材(1)を挟んだ一方の側を一側(5a)(7
ａ)とし、他側を他側(5b)(7b)とする。
前記第一パレット(55)は、前記第一キャスター取付枠(5)の一側(5a)の上面(6)と、前記第
二キャスター取付枠(7)の一側(7a)の上面(8)とに載置される。
前記第二パレット(55)は、前記第一キャスター取付枠(5)の他側(5b)の上面(6)と、前記第
二キャスター取付枠(7)の他側(7b)の上面(8)とに載置される。
Ｆ．　第一パレット(55)及び第二パレット(55)は、夫々基端面(44)に起伏用の軸(46)を有



(2) JP 4048282 B2 2008.2.20

10

20

30

40

50

する。
前記第一パレット(55)及び第二パレット(55)は、前記基端面(44)を、夫々前記第二キャス
ター取付枠(7)側に配置し、前記軸(46)(46)を、前記側面パネル(19)の支持筒(33)(33)に
夫々挿入する。
【請求項２】
　所定長さのベース材の両端部下面に、両端部下面にキャスターを取り付けたキャスター
取付枠の上面を固定して、平面「Ｈ」字状の床フレームを構成し、前記ベース材の両端部
に、側面パネルの中央支柱を取り付けし、該側面パネルの前記床フレームに、前記キャス
ター取付枠と並列した側面パネルを立設し、該側面パネルの最下端の横材の下面とキャス
ター取付板の上面との間に、前記ベース材が通過可能な間隙を設け、前記ベース材の両側
であって、前記両キャスター取付枠上に、夫々第一パレット、第二パレットを載置して、
前記両パレットを、一方の側面パネルの最下端の横材上の横軸廻りに、回動自在に取付け
し、両パレットを側面パネルと添設可能としたことを特徴とする運搬用台車。
【請求項３】
　キャスターを自在キャスターとし、少なくとも一側のキャスター取付枠の下面に、当該
キャスター取付枠に固定した２つのキャスターを同時に又は別々に、自在と固定とを切り
替える切替ロッドを取り付け、前記キャスター取付枠に切替ロッドの上方に切替ロッドの
保護部材を取り付けたことを特徴とする請求項１又は２記載の運搬用台車。
【請求項４】
　第一、第二パレットは、その先端部の嵌挿部を、キャスター取付枠の係止孔に嵌挿可能
に形成し、両側面パネル間に、水平及び垂直に架設できる中間棚を組み合わせたことを特
徴とする請求項１又は２記載の運搬用台車。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
　この発明は、パレットを起伏して、ネスティングできる運搬用台車に関する。
【０００２】
【従来の技術】
　平面「Ｈ」字状のパレットで、パレットを起伏自在として、床フレームに載置し、ある
いは、起こして側面パレットに添設して保持できる運搬用台車を構成していた（例えば、
特許文献１）。
【０００３】
　従来の運搬用台車では、ネスティングして、トラックで搬送する場合、ベルト（通称：
ラッシングベルト）を懸けて、トラック内での移動（荷崩れ）防止を図っていた。
【０００４】
【特許文献１】
実開平５－３２２１７
【０００５】
【発明が解決しようとする課題】
　前記従来の１枚のパレットを起伏するものでは、パレットを起こした状態でしかネステ
ィングできないので、悪路等で、トラックに過度の衝撃が与えられた場合には、側面パネ
ルがねじれて、運搬用台車が破損するおそれがあった。
【０００６】
【課題を解決するための手段】
　然るにこの発明では、ベース材の両側に２枚のパレットを配置して構成したので、最も
外側に位置する運搬用台車の一のパレットを伏せた状態でネスティングできるので、前記
問題点を解決した。
【０００７】
　即ち、この発明は、以下のような構成としたことを特徴とする運搬用台車である。
Ａ．　両端部(5a)(5b)の下面(6a)(6a)に夫々キャスターを取り付けた第一キャスター取付
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枠(5)、両端部(7a)(7b)の下面(8a)(8a)に夫々キャスターを取り付けた第二キャスター取
付枠(7)を夫々形成し、前記第二キャスター取付枠(7)の上面に、横に固定した支持筒(33)
(33)を有する側面パネル(19)を取付ける。
Ｂ．　所定長さのベース材(1)の下面(2a)の両端部(3) (3a)に、前記第一キャスター取付
枠(5)の上面(6)、第二キャスター取付枠(7)の上面(8)を夫々固定して、平面「Ｈ」字状の
床フレーム(16)を構成する。
Ｃ．　前記床フレーム(16)に、両キャスター取付枠(5)(7)の上方に位置するように、側面
パネル(17)(19)を夫々取り付ける。
Ｄ．　前記床フレーム(16)のベース材(1)の両側に、夫々第一パレット(55)、第二パレッ
ト(55)を起伏自在で、かつ床フレーム(16)上での移動を規制して載置した。
Ｅ．　前記キャスター取付枠(5)(7)で、前記ベース材(1)を挟んだ一方の側を一側(5a)(7
ａ)とし、他側を他側(5b)(7b)とする。
前記第一パレット(55)は、前記第一キャスター取付枠(5)の一側(5a)の上面(6)と、前記第
二キャスター取付枠(7)の一側(7a)の上面(8)とに載置される。
前記第二パレット(55)は、前記第一キャスター取付枠(5)の他側(5b)の上面(6)と、前記第
二キャスター取付枠(7)の他側(7b)の上面(8)とに載置される。
Ｆ．　第一パレット(55)及び第二パレット(55)は、夫々基端面(44)に起伏用の軸(46)を有
する。
前記第一パレット(55)及び第二パレット(55)は、前記基端面(44)を、夫々前記第二キャス
ター取付枠(7)側に配置し、前記軸(46)(46)を、前記側面パネル(19)の支持筒(33)(33)に
夫々挿入する。
【０００８】
　また、この発明は、所定長さのベース材の両端部下面に、両端部下面にキャスターを取
り付けたキャスター取付枠の上面を固定して、平面「Ｈ」字状の床フレームを構成し、前
記ベース材の両端部に、側面パネルの中央支柱を取り付けし、該側面パネルの前記床フレ
ームに、前記キャスター取付枠と並列した側面パネルを立設し、該側面パネルの最下端の
横材の下面とキャスター取付板の上面との間に、前記ベース材が通過可能な間隙を設け、
前記ベース材の両側であって、前記両キャスター取付枠上に、夫々第一パレット、第二パ
レットを載置して、前記両パレットを、一方の側面パネルの最下端の横材上の横軸廻りに
、回動自在に取付けし、両パレットを側面パネルと添設可能としたことを特徴とする運搬
用台車である。
【０００９】
　また、前記において、キャスターを自在キャスターとし、少なくとも一側のキャスター
取付枠の下面に、当該キャスター取付枠に固定した２つのキャスターを同時に又は別々に
、自在と固定とを切り替える切替ロッドを取り付け、前記キャスター取付枠に切替ロッド
の上方に切替ロッドの保護部材を取り付けたことを特徴とする運搬用台車である。更に、
第一、第二パレットは、その先端部の嵌挿部を、キャスター取付枠の係止孔に嵌挿可能に
形成し、両側面パネル間に、水平及び垂直に架設できる中間棚を組み合わせたことを特徴
とする運搬用台車である。
【００１０】
【発明の実施の形態】
　所定長さのベース材１の下面２ａの両端部に、第一キャスター取付枠５、第二キャスタ
ー取付枠７を夫々固定する。第一キャスター取付枠５の下面６ａ両側に自在キャスター９
、９を取り付け、第二キャスター取付枠７の下面８ａ両側には、自在キャスター１４、１
４を取り付ける。自在キャスター９、９は、切替ロッド１０の回動により固定車輪に変換
できる。以上で、平面「Ｈ」字状の床フレーム１６を構成する。
【００１１】
　また、ベース材１の下面２ａと、キャスター取付枠５、７の上面６、８との間に、間隙
が設けられ、ネスティングの際に、他の運搬用台車７０の床フレーム１６のベース材１の
下面２ａの下方を通過できるようになっている。
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【００１２】
　床フレーム１６の第二キャスター取付枠７に、固定側面パネル１９を取付固定する。固
定側面パネル１９の下部に、パレット５５、５５を起伏自在に取付ける。両パレット５５
、５５と、床フレーム１６のベース材１で、フラットな荷物載置面を構成できる（図５（
ｃ）、図１（ａ））。
【００１３】
　また、床フレーム１６の第一キャスター取付枠５に着脱側面パネル１７を取付ける。両
側面パネル１７、１９間に中間棚６４、６４架設して、この発明の運搬用台車７０を構成
する（図１、図２）。
【００１４】
　この運搬用台車７０では、一方のパレット５５を伏せた状態で、ネスティングできるの
で、ラッシングベルト７２を掛けても運搬用台車の破損を防止できる（図９）。
【００１５】
【実施例１】
　図面に基づきこの発明の実施例を説明する。
【００１６】
　［１］床フレーム１６の構成（図５）
【００１７】
　所定長さの扁平した角パイプからなるベース材１の下面２ａの両端部に、第一キャスタ
ー取付枠５の上面６、第二キャスター取付枠７の上面８を、介在物６６を介して夫々固定
する。前記介在物６６は、前記ベース材１の下面２ａと、キャスター取付枠５、７の上面
６、８との間に所定間隙を設ける為に使用する（図１（ｂ）、図５（ｂ））。
【００１８】
　前記第一キャスター取付枠５で、ベース材１を挟んだ一方の側を一側５ａとし、他側を
他側５ｂとする。また、第二キャスター取付枠７で、第一キャスター取付枠５の、一側５
ａに対応する側を一側７ａとし、他側５ｂに対応する側を他側７ｂとする（図１（ａ）、
図５（ａ））。
【００１９】
　前記第一キャスター取付枠５の下面６ａ両側には、自在キャスター９、９が取り付けら
れている。第一キャスター取付枠５の下面内側に設けた切替ロッド１０の回動により係止
爪（図示していない）が両自在キャスター９、９に係止し、固定車輪に変換できるように
なっている。切替ロッド１０は、両自在キャスター９、９のキャスター板（図示していな
い）に突設されたロッド支持片６７、６７に軸止され、前記係止爪はロッド支持片６７に
近接して取り付けられている。また、切替ロッド１０は、角棒状で、その両端部（両自在
キャスター９、９の外側）に切替ロッド１０を回動させるための切替バー１１が、切替ロ
ッド１０と略直角に取付られている。また、前記第一キャスター取付枠５の内側には、前
記切替ロッド１０の上方を保護するように、保護材１２が形成されている（図５（ａ）（
ｂ）（ｃ））。
【００２０】
　また、第一キャスター取付枠５の一側５ａ、他側５ｂに、パレット５５の嵌挿部５１、
５１を挿入係止できる係止孔１３、１３を夫々穿設する。
【００２１】
　また、第二キャスター取付枠７の下面８ａ両側には、自在キャスター１４、１４が取り
付けられている。
【００２２】
　また、前記ベース材１の両端面３、３ａに、側面パネル１７、１９の中央支柱２１、２
１を取り付けるための嵌合筒（角パイプ）１５が縦に固定され、該嵌合筒１５、１５は、
夫々キャスター取付枠５、７の外側を貫通している。以上のようにして、平面「Ｈ」字状
の床フレーム１６を構成する（図５）。
【００２３】
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　［２］側面パネル１７、１９の構成（図３、図４）
【００２４】
　側面パネルは、第一キャスター取付枠５側の嵌合筒１５に着脱可能に取り付ける着脱側
面パネル１７と、第二キャスター取付枠７側の嵌合筒１５に固定できる固定側面パネル１
９とから構成する（図３、図４）。
【００２５】
　前記両側面パネル１７、１９は、角パイプからなる中央支柱２１の両側面に沿って内縦
材２２、２２が配置固定され、内縦材２２、２２の上端部は、中央支柱２１の上端２１ａ
より突出している。内縦材２２、２２の上端に、上横材２３の中央部が固定され、内縦材
２２、２２（中央支柱２１）の下端部の両側に、外側に向けた下上横材２４、２４が固定
され、上下両横材２３、２４の端面間に、内縦材２２（中央支柱２１）と並列して外縦材
２５、２５が固定され、略長方形状に形成されている。また、内縦材２２と外縦材２５と
の間に、横桟材２６、２６が並列して架設されている。また、両横材２３、２４と横桟材
２６、又は横桟材２６、２６同志の間に縦桟材２７、２７が架設されている。
【００２６】
　また、両側面パネル１７、１９は、外縦材２５の内側（中央支柱２１側）に沿って、中
間棚６４、６４を係止する第一係止孔２９、２９を縦に並列した棚受板２８を固定する。
中央支柱２１の上端２１ａより上方で、内縦材２２、２２間に、第二係止孔３１、３１を
縦に２列有する棚受板３０を固定する。前記棚受板３０の第二係止孔３１、３１は、棚受
板２８の第一係止孔２９、２９に対応した高さ位置に形成されている。
【００２７】
　第一係止孔２９は、中間棚６４の縦置き横置きにも対応した逆三角形状であり、第二係
止孔３１は、縦長長方形状に形成されている。
【００２８】
　また、固定側面パネル１９の下横材２４、２４に、パレット５５の取付金具４５の軸４
６を取付けることができる支持筒３３、３３を横に固定してある。
【００２９】
　また、固定側面パネル１９の縦桟材２７、２７に、起こしたパレット５５、５５を、夫
々係止する係止突起３４、３４を取り付けてある。また、固定側面パネル１９には、走行
操作用の握りパイプ３５、３５が固定されている。
【００３０】
　また、着脱側面パレット１７の横桟材２６、２６には、外した中間棚５５、５５を係止
する係止突起３６、３６が上方に向けて突設されている。
【００３１】
　［３］パレット５５の構成（図６、図７）
【００３２】
　第一第二キャスター取付枠５、７間に架設できる長さの縦枠材（長さ方向）３８ａ、横
枠材（巾方向）３８ｂからなる長方形の枠材３８の上面に表面板３９を固定し、表面板３
９の下面４０ａで、縦枠材３８ａ、３８ａ間に、縦補強パイプ（長さ方向。角パイプ）４
１、４１を固定する。また、縦枠材３８ａ、３８ａ及び縦補強パイプ４１、４１の中央部
に横補強パイプ（巾方向）４２を架設固定して、パレット基材４３を形成する（図６（ａ
））。
【００３３】
　パレット基材４３の表面板３９には、横溝を形成して補強してある（図示していない）
。また、パレット基材４３は、第一第二キャスター取付枠５、７の上面６、８間で、一側
５ａ、７ａの巾Ｄ、他側５ｂ、７ｂの巾Ｄに対応して（図５）、平面長方形に形成されて
いる（図６（ａ））。また、パレット基材４３は、第一第二キャスター取付枠５、７の上
面６、８に載置した状態で、表面板３９の上面４０とベース材１の上面２とは略面一に形
成される。
【００３４】
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　パレット基材４３の基端面４４（固定側面パネル１９側の端面）に、上方に突出し、か
つ外方に突出する正面Ｌ字状の取付金具４５、４５を固定し、該取付金具４５の先端に、
固定側面パネルの横材上面に軸止できる軸４６を固定する。また、パレット基材４３の先
端４４ａ側（着脱側面パネル１７側）端部で、中央部分の表面板３９に操作開口４７を形
成し、先端４４ａ側の横補強パイプ４２に沿って配置した操作棒４８の中央部を一側に突
出させてなる屈曲部４９を臨ませる。
【００３５】
　操作棒４８の両端部５０、５０は、パレット基材４３の先端４４ａ側下面で両側縁付近
に固定された嵌挿部５１、５１間に回転自在に軸止されている。操作棒４８の両端部５０
、５０に、内側（基端側に）向けた係止爪５４を有する操作板５３、５３を固定する。前
記嵌挿部５１は、第一キャスター取付枠５、７の係止孔１３、１３に挿入可能で、係止爪
５４は係止孔１３の縁に係脱可能となっている。
【００３６】
　前記嵌挿部５１は、２枚の支持板５２、５２からなり、通常状態で、操作棒４８の屈曲
部４９は、スプリングで付勢され、縦向きになり、操作板５３の係止爪５４は支持板５２
、５２から内側に向けて突出している。また、スプリングに抗して、操作棒４８の屈曲部
４９を回動して横に倒すと、操作棒４８は回動して、操作板５３の係止爪５４は、支持板
５２、５２内に収容される。
【００３７】
　以上のようにして、パレット５５を構成する。
【００３８】
　［４］中間棚６４の構成（図８）
【００３９】
　パレット５５と同様の平面形状の枠体５７に、桟材５８、５８が架設固定されて、棚基
体５９を構成してある。前記枠体５７の両面の両端縁（４隅）に、側面パネル１７、１９
の棚受板２８、３０に係止できる係止突起６０、６０が連設されている。係止突起６０は
板状で、先端部下側に切欠溝６１が形成されている（図８（ｂ））。
【００４０】
　枠体５７の一端面の中央上側に、垂直に係止棒６２を突設すると共に、コ字状の係止リ
ング６３を回動自在に取り付ける。前記係止リング６３は、通常時は、ばねで付勢され枠
体５７内にあり、下側に９０°回動して、下面側に突出する（図８（ｂ）鎖線図示６３）
。以上のようにして、中間棚６４を構成する（図８）。
【００４１】
　［５］運搬用台車７０の構成
【００４２】
（１）床フレーム１６の第二キャスター取付枠７側の嵌合筒１５に、固定側面パネル１９
の中央支柱２１を嵌挿して、床フレーム１６に固定側面パネル１９を取付固定する。
【００４３】
（２）固定側面パネル１９の支持筒３３、３３に、２つのパレット５５の取付金具４５、
４５の軸４６を挿入して、パレット５５、５５を軸４６廻りに回動自在（起伏自在）に取
付ける。パレット５５、５５を回動して、先端４４ａ側を第一キャスター取付枠５の一側
５ａ、他側５ｂに夫々下ろせば、パレット５５、５５の嵌挿部５１、５１は、係止孔１３
、１３内に夫々挿入される。この際、一旦嵌挿部５１内に収容された係止爪５４が、付勢
されて係止孔１３の縁に係止して、走行時の振動や不慮の衝撃で、パレット５５が起きる
（回動する）ことはない。
【００４４】
　また、両パレット５５、５５の表面板の上面４０、４０は、床フレーム１６のベース材
１の上面２と面一となり、両パレット５５、５５及びベース材１とで、一体の荷物載置面
を構成できる（図５（ｃ）、図１（ａ））。
【００４５】
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（３）また、床フレーム１６の他方の嵌合筒１５に、着脱側面パネル１７の中央支柱２１
を嵌挿して、床フレーム１６に、着脱側面パネル１７を取付ける。両側面パネル１７、１
９の棚受板２８、２８間、棚受板３０、３０間に、中間棚６４、６４の係止突起６０を夫
々係止して、中間棚６４、６４を両側面パネル１７、１９間に架設する。
【００４６】
　以上で、この発明の運搬用台車７０を構成する（図１、図２）。
【００４７】
　［６］運搬用台車７０の使用について
【００４８】
（１）　運搬用台車７０を通常走行時させる場合には、パレット５５、５５上に荷物を載
せて走行する。この際、着脱側面パネル１７側のキャスター９、９を固定車輪として使用
すれば、安定走行ができる。また、この際、握りパイプ３５を握って操作できるので、操
作し易い（図２）。
【００４９】
　また、中間棚６４の係止突起６０、６０を、棚受板２８、３０の第一係止孔２９、第二
係止孔３１に係止して、適宜高さで、水平に架設すれば、積載効率を高められる（図２、
図１（ｂ）鎖線図示６４）。また、中間棚６４は、その係止突起６０、６０を棚受板２８
の第一係止孔２９、２９に係止して、適宜高さで、中間棚を垂直に架設すれば、荷崩れ防
止用の柵として使用することもできる（図１（ａ）（ｂ）鎖線図示６４Ａ）。
【００５０】
　また、切替ロッド１０の一方の切替レバー１１を操作して、両方のキャスター９、９を
自在キャスターに切り替えて使用すれば、小回りの利く走行ができる。
【００５１】
　また、キャスター取付枠５、７の一側５ａ、７ａ側のパレット５５にのみ荷物が載せら
れている場合、他側５ｂ、７ｂ側のパレット５５を起こせば、荷物を両側から取り扱うこ
ともできる（図示していない）。
【００５２】
　また、使用しない中間棚６４、６４は、係止リング６３を回動して突出させ（図８（ｂ
）鎖線図示６３）、着脱側面パネル１７の係止突起３６に係止すれば、中間棚６４を着脱
側面パネル１７の外側に添えて収容できる。また、他の中間棚６４を、中間棚６４（着脱
側面パネル１７の係止突起３６に係止されている）の係止棒６２に係止すれば、複数枚の
中間棚６４、６４を着脱側面パネル１７の外側に添えて収容できる（図１（ｂ））。
【００５３】
（２）　運搬用台車７０を使用しない場合には、各パレット５５で、操作開口４７から手
を入れて、操作棒４８の屈曲部４９を回動させれば、スプリングに抗して、操作棒４８は
回動して、操作板５４の係止爪が、第一キャスター枠５の係止１３の開口縁の係止が解除
され、そのまま屈曲部を４９を握ったまま、パレット５５を回動して起こすことができる
。起こしたパレット５５の屈曲部４９を、固定側面パネル１９の係止突起３４に係止すれ
ば、パレット５５を固定側面パネル１９の内側に添設して、収容できる（図１（ｂ）鎖線
図示５５）。
【００５４】
　この状態で、運搬用台車７０は、床フレーム１６の両キャスター取付枠５、７が、他の
運搬用台車７０の床フレーム１６のベース材１の下面２ａの下方を通過できるので、運搬
用台車７０Ａ～７０Ｅを、キャスター取付枠５、５（７、７）を重ねるように、ネスティ
ングでき、収容スペースを少なくできる（図９）。この際、自在キャスター９、９を自在
となるように切り替えて使用すれば、通常走行方向と直角な方向に走行でき、ネスティン
グ（又はネスティングの解除）作業が容易にできる。
【００５５】
（３）　また、運搬用台車７０Ａ～７０Ｅをネスティング状態で、トラックに載せて搬送
する場合には、通常運搬用台車の移動防止用に、ラッシングベルト７２をネスティング状
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態の運搬用台車にかける。この場合、最も外側に位置する運搬用台車７０Ａで、外側に位
置する（キャスター取付枠５ｂ、７ｂ）側のパレット５５を下ろして、キャスター取付枠
５、７に載置すれば、ラッシングベルト７２で、側面パネル１７、１９が回動しても、キ
ャスター取付枠５、７が変形することなく、運搬用台車の破損を未然に防止できる（図９
鎖線図示５５）。この場合、更に、外側に位置する（キャスター取付枠５ｂ、７ｂ）側の
側面パネル１７、１９間に中間棚６４を垂直に、架設した状態にすれば、側面パネル１７
、１９の回動も規制され、更に、運搬用台車７０Ａに作用する変形を減らすことができる
（図示していない）。
【００５６】
（４）　ネスティング状態の運搬用台車を個々に分離し、パレット５５を係止突起３４か
ら外して回動して、第一キャスター枠５上に下ろせば、係止板５３の係止爪５４は、係止
孔１３の開口縁に係止して、通常使用状態に戻すことができる。
【００５７】
　［７］運搬用台車７０の他の実施例
【００５８】
　前記実施例において、パレット５５の嵌挿部５１を床フレーム１６の第一キャスター取
付枠５の係止孔１３に嵌挿して、伏せた状態のパレット５５の移動を規制したが、他の手
段（例えば、係止爪と係止突起など）で、同様の作用を生じさせることもできる（図示し
ていない）。
【００５９】
　また、前記実施例において、着脱側面パネル１７、固定側面パネル１９とを使用したが
、両方の側面パネルを着脱又は固定とすることもできる（図示していない）。
【００６０】
　また、前記実施例において、両自在キャスター９、９の自在固定の切替レバー１１を１
つの切替ロッド１０で切り替えたが、自在キャスター９、９の自在固定の切替レバー１１
を夫々別々の切替ロッド１０で切り替えることもできる（図示していない）。
【００６１】
【発明の効果】
　床フレームのベース材の両側に、第一パレット、第二パレットを起伏自在で、かつ床フ
レーム上での移動を規制して載置したので、一方のパレットを起こし、他方のパレットを
床フレームに載置した状態とすることができ、ネスティング状態でもラッシングベルトに
より、運搬用台車が変形することなく、破損を防止することができる効果がある。
【００６２】
　また、第一第二パレットを起伏自在に設けたので、１枚のパレットより個々のパレット
が軽量化され、操作性が高まる効果がある。
【図面の簡単な説明】
【図１】この発明の運搬用台車の実施例で（ａ）は平面図、（ｂ）は正面図である。
【図２】（ｂ）は左側面図、（ｂ）は右側面図である。
【図３】この発明の実施に使用する固定側面パネルで、（ａ）は平面図、（ｂ）は正面図
、（ｃ）は側面図である。
【図４】この発明の実施に使用する着脱側面パネルで、（ａ）は平面図、（ｂ）は正面図
、（ｃ）は側面図である。
【図５】この発明の実施に使用する床フレームで、（ａ）は平面図、（ｂ）は正面図、（
ｃ）は側面図である。
【図６】この発明の実施に使用するパレットで、（ａ）は平面図、（ｂ）は正面図である
。
【図７】同じくパレットで、（ａ）は左側面図、（ｂ）は右側面図である。
【図８】この発明の実施に使用する保護柵兼用の中間棚で、（ａ）は平面図、（ｂ）は正
面図である。
【図９】この発明の運搬用台車のネスティングを説明する概略した平面図である。
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【符号の説明】
１　ベース材
２　上面（ベース材）
２ａ　下面（ベース材）
３　一端（ベース材）
３　他端（ベース材）
５　　第一キャスター取付枠
５ａ　一側（第一キャスター取付枠）
５ｂ　他側（第一キャスター取付枠）
６　　上面（第一キャスター取付枠）
６ａ　下面（第一キャスター取付枠）
７　　第二キャスター取付枠
７ａ　一側（第二キャスター取付枠）
７ｂ　他側（第二ャスター取付枠）
８　　上面（第二キャスター取付枠）
８ａ　下面（第二キャスター取付枠）
９　　自在キャスター（第一キャスター取付枠側）
１０　切替ロッド
１１　切替バー
１２　保護材
１３　係止孔
１４　自在キャスター（第二キャスター取付枠側）
１５　嵌合筒
１６　床フレーム
１７　着脱側面パネル
１９　固定側面パネル
２１　中央支柱（側面パネル）
２２　内縦材（側面パネル）
２３　上横材（側面パネル）
２４　下横材（側面パネル）
２５　外縦材（側面パネル）
２８　棚受板（側面パネル）
２９　第一係止孔（側面パネル）
３０　棚受板（側面パネル）
３１　第二係止孔（側面パネル）
３３　係止筒（側面パネル）
３４　係止突起（側面パネル）
３６　係止突起（側面パネル）
３８　枠材（パレット）
３９　表面板（パレット）
４０　表面板の上面（パレット）
４３　パレット基材（パレット）
４５　取付金具（パレット）
４６　取付金具の軸（パレット）
４７　操作開口（パレット）
４８　操作棒（パレット）
４９　屈曲部（パレット）
５１　嵌挿部（パレット）
５３　操作板（パレット）
５４　操作板の係止爪（パレット）
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５５　パレット（パレット）
５９　棚本体（中間棚）
６０　係止突起（中間棚）
６１　係止棒（中間棚）
６３　係止リング（中間棚）
６４　中間棚
６４Ａ　中間棚（保護柵として使用状態）
７０　運搬用台車
７０Ａ～７０Ｅ　運搬用台車

【図１】 【図２】
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【図３】 【図４】

【図５】 【図６】



(12) JP 4048282 B2 2008.2.20

【図７】 【図８】

【図９】
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